
学校番号 1206 

令和 3年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新選世界史Ｂ」東京書籍 

副教材等 授業担当者作成プリントなど 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、世界の歴史について地理的・時代的な経緯や背景を知るだけでなく、同時代に生きた

人々の立場に立って主体的に考え、理解する活動を行います。積極的に授業に参加しましょう。 

・グループで課題に取り組む活動も行います。積極的に自分の意見を述べ、周りの同級生と協力し

合って意見をまとめましょう。 

・課題にあきらめずに取り組み、世界の歴史について自分なりの意見を培いましょう。 

・授業中のプリントやレポートなどの提出物をしっかり出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・先史・古代・中世までの世界の通史を学ぶ。 

・各地域の文明の成り立ち、世界の諸地域の発展の過程などを学び、現代社会との関連を考察する。 

・世界の歴史の大きな枠組みと展開を地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解させる。 

・文化の多様性や複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって、歴史的思考力

を培い、国際社会に主体的に生きる日本人として必要な自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

○世界の形成の歴史

的な過程と生活・文化

の地理的特色に対す

る関心と問題意識を

高め、意欲的に追求し

ている。 

○国際社会に主体的

に生き、国家・社会を

形成する国際人とし

ての責任を果たそう

としている。 

○人類の課題を世界史的

視野に立って多角的に考

察できている。 

○世界の形成の歴史的な

過程と生活・文化の地理

的特色を世界史的視野に

立って考察し、国際社会

の変化を踏まえ公正に判

断している。 

○これらの過程や結果を

レポート・発表などによ

り適切に表現できる。 

○歴史的・地理的

できごとに関する

様々な資料を収集

し、有用な情報を

適切に選択して、

効果的に活用して

いる。 

 

○世界の形成につ

いて、歴史的過程

と生活・文化の地

域的特色について

の基本的な事柄を

理解している。ま

た、それらについ

て知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

授業観察 

授業プリント 

レポート 

 

授業観察 

授業プリント 

レポート 

定期テスト 

 

授業観察 

授業プリント 

レポート 

定期テスト 

 

授業観察 

授業プリント 

レポート 

確認テスト 

定期テスト 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

世
界
史
への
扉 

・自然環境と人類とのかかわりに

ついて学ぶ。 

・世界との交流が日本に与えた

影響について考察する。 

○  ○ ○ a:自然環境と人類の関わりを世

界史的視点に立って考察するこ

とを通して、世界史学習の意欲

を高めている。 

c: 服装などの日常生活を表した

絵画資料や写真資料を分析し、

当時の社会の状況を示す情報を

読み取り、当時の社会について

考察する材料として活用してい

る。 

d:自然環境と人類の歴史との関

係を、歴史的・地理的視点にお

いて理解できている。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

 

 

序
章 

・国家が成立した背景について

学び、国家の役割について考察

する。 

 

○  ○ ○ a:文明の特徴を理解し、人種や

民族といった概念を、関心を持っ

て学習しようとしている。 

c:教科書の図版や写真を適切に

活用している。 

d:人類の進化、文明の成立に関

する基本的な知識を身につけて

いる。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

 

 

第
一
章 

＜オリエント文明の形成＞ 

・メソポタミア文明・エジプト文明

の成立の経緯とその特徴を学

ぶ。 

＜ギリシア世界とヘレニズム文

化＞ 

・ポリス社会の特徴、アテネ民主

政の発達の過程や特徴につい

て理解する。 

＜ローマ帝国と地中海世界＞ 

・ローマで帝政がはじまる経緯、

ローマ帝国が衰退する経緯を学

ぶ。 

・ローマ文化について学び、そ

の特質について理解する。 

○  ○ ○ a: メソポタミア文明、エジプト文

明の成立の経緯と特徴について

歴史的に考察し、考察したことを

適切に表現している。 

c:各文明の資料・図版・写真など

を適切に活用している。 

d:それぞれの文明の特徴を理解

し、その基本的な知識を身につ

けている。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

 



 

第
二
章 

＜古代インド文明の形成＞ 

・南アジアの地理的特質を把握

し，古代インド文明の成立と発展

を理解する。 

＜ヒンドゥー国家と社会の展開

＞ 

・グプタ朝の成立と支配の特徴

について学ぶ。 

・カースト制が成立する経緯につ

いて学び、 

その特徴を理解する。 

＜東南アジア世界の形成＞ 

・交易活動と関連した東南アジ

アの古代国家の形成過程を理

解する。 

○   ○ a: 古代インド文明への関心を高

め、それぞれの時期の文明の特

徴について意欲的に調べ，外部

との交流が文明の発達に与える

影響について考察を深めようとし

ている。 

d: バラモン教・仏教・ヒンドゥー

教の特徴を把握し、基本的な知

識を身につけている。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

２
学
期 

第
三
章 

＜中国文明の形成＞ 

・春秋時代、戦国時代における

鉄器の広がりが農業生産の増大

や小国分立をもたらし、国家が

大きく変動していった経緯を学

ぶ。 

＜中華帝国の形成＞ 

・秦・漢・後漢の支配の特徴、周

辺地域との関係について学ぶ。 

＜中国の分裂と遊牧国家＞ 

・東アジア・内陸アジアにおける

遊牧民族の動向と中国の分裂と

動乱の時代を理解する。 

＜中華帝国と東アジア＞ 

・隋唐の国家制度や文化、日本

を含む東アジア世界諸国の国家

体制の整備やその動向を理解

する。 

○   ○ a:東アジア世界の動向を日本な

ど隣接諸国の国家形成とともに

関心をもって学習しようとしてい

る。 

d:東アジアの日本・朝鮮・ベトナ

ムなどの国家形成に大きな影響

を与えた中国の初期王朝と、の

ちの中華帝国の原型となった秦

漢時代に関する基本的な知識を

身につけている。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 



 

第
四
章 

＜イスラーム国家の成立＞ 

・イスラーム世界成立の背景とそ

の特質、イスラーム世界の拡大

過程を理解する。 

・イスラーム文明の特質を理解

する。 

＜軍人政権の時代＞ 

・北アフリカやイベリア半島への

イスラームの拡大について学

ぶ。 

＜アフリカ・南アジアのイスラー

ム化＞ 

・アフリカの黒人王国のイスラー

ム化、インド・東南アジアのイスラ

ーム化の経緯を学ぶ。 

＜イスラームの文化＞ 

・イスラーム世界の文化について

学び、その特質を理解する。 

 

〇 〇 〇 〇 a:ムハンマドの活動やイスラーム

の特質について、関心をもって

学習しようとしている。 

b:イスラーム世界の統一性が守

られてきた理由を多角的に考察

し、文章にまとめる。 

c:資料・図版・写真などを適切に

活用している。 

d:イスラーム国家とイスラーム文

明について基本的な知識を身に

つけている。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

 

 

第
五
章 

＜ビザンツ帝国と東ヨーロッパ＞ 

・ビザンツ帝国の興亡と地理的

条件との関連について考察す

る。 

＜西ヨーロッパ世界の成立＞ 

・地中海世界解体後のヨーロッ

パにおける封建社会の形成を理

解する。 

＜ヨーロッパ世界の変動＞ 

・十字軍の遠征，教皇権の発展

とヨーロッパの君主国の動向，12

世紀ルネサンス，中世都市の成

熟などから，ヨーロッパ世界の膨

張の動きを理解する。ヨーロッパ

中世文化の特色を理解する。 

 

○ ○ ○ ○ a:中世文化の特色とキリスト教会

の果たした役割について関心を

もって学習しようとしている。 

b:封建社会のしくみとローマ教皇

権の発展を多角的に考察し、文

章にまとめる。 

c:資料・図版・写真などを適切に

活用している。 

d:東西ヨーロッパ世界の形成と

発展に関する基本的な知識を身

につけている。 

・交易による都市の発達，商業発

達による封建社会の変化につい

て学び、王権が強化され，王と教

皇の関係が変化した背景を理解

する。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

 



３
学
期 

第
六
章 

＜北方諸民族と宋＞ 

・宋のシドや周辺諸国との関係

を学び、南宋が成立した経緯を

学ぶ。 

＜モンゴル帝国の興亡＞ 

・モンゴル帝国の興亡と、その活

動が日本を含む諸地域世界に

与えた影響を理解する。 

＜ユーラシア諸地域の交流と再

編＞ 

・江南の開発やムスリム商人の

活動により、海上交易ルートが

形成されたことを理解する。 

○  ○ ○ a:モンゴル帝国が掌握した内陸

アジア全体に及ぶネットワークと

その影響について、関心を持っ

て学習しようとしている。 

c:資料・図版・写真などを適切に

活用している。 

d:内陸アジアのイスラーム化につ

いて基本的な知識を身につけて

いる。モンゴル帝国のユーラシア

と元朝の東アジア支配の過程と、

その支配の特色に関する基本的

な知識を身につけている。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

 

 

第
七
章 

＜明と清の繁栄＞ 

・明・清の成立の経緯を学び、そ

の制度や社会、対外政策の特

徴について理解する。 

＜東アジア諸国の発展＞ 

・明・清・周辺諸国との関係を理

解する・ 

＜東南アジアの大航海時代＞ 

・１４世紀の東南アジアが、つな

がりを深める世界の中でどのよう

な位置にあったのか、理解す

る。 

＜イスラーム諸国家の繁栄＞ 

・オスマン帝国発展の経緯、サフ

ァヴィー朝、ティムール朝、ムガ

ル帝国の支配のしくみや特徴、

外交関係ついて学ぶ。 

○  〇 ○ a:明と清への関心を高め，それ

ぞれの興亡の背景、制度や社

会，対外政策の特徴について意

欲的に調べ、両者の比較などを

通して、明と清の繁栄の歴史的

背景を追究しようとしている。 

c：様々な絵画資料を分析し、当

時の東南アジアにヨーロッパ諸

国や日本が進出していたことを

示す情報を読み取っている。 

d: イスラーム世界の文化と社会

の特質について理解し、その知

識を身に付けている。 

定期考査 

提出プリント 

レポート 

発表 

発問評価 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


